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　平成27年度の「医療安全推進週間」を11月1日
（日）から14日（土）の2週間に渡り実施した。「医療安
全推進週間」は、安全で安心な医療を実践し、さら
に質の高い医療を提供できるよう、自らの安全状況
を振り返る機会とし、教職員が一丸となって医療安
全推進活動を前向きに進めることを目標にしている。
　昨年度はチームとして医療安全を実践すること
を意識し、テーマを「チームで取り組む医療安全」と
しており、今年度はチームとしての医療安全意識は
そのままに、テーマを「医療安全、全員参加で高め
よう！！」とした。 また、附属病院 医療安全推進室では
今年度の重点的強化目標として『基本的な安全確
認行為の励行』を掲げており、サブテーマを「根付
かせよう、確実な確認行為。」とし、安全確認の再教
育・啓蒙を図った。具体的な活動としては、各部署
のミーティング等の際に、基本的安全確認動作（氏
名確認、指さし声だし確認、チェックバック等）の実
施、また各部署の電話機にチェックバックを促す
シールを貼り、情報の伝達ミスを防止する取り組み
等を行った。
　全学共通の取り組みとしては、「みどりのリボン」
の着用、医療安全推進週間用会計ホルダーの使
用、そして11月5日には『各病院におけるTeam-

STEPPSの取り組み』というテーマで、4病院合同
セ－フティマネジメントシンポジウムを開催した。シン
ポジウムでは、附属4病院から選出されたメンバーよ
り医療安全に向けての「TeamSTEPPSの取り組
み」について発表を行った。シンポジウムはテレビ会
議システムを利用して4機関に配信され、約1,450名
の教職員が聴講した。
　今年度の新たな取り組みとして、附属病院では
入院患者さんに医療安全推進週間をアピールする
クリアホルダーを使用頂いた。ホルダーには、患者さ
んも医療チームの一員として、医療安全推進活動
に参加していただくことの必要性等がプリントされて
おり、入院中に受け取る説明用紙や同意書の控え
等の保管にも使用頂いた。
　「医療安全推進週間」は平成16年度から実施さ
れており、教職員の医療安全意識を高めてきた。安
全・安心な医療は医療者だけで実践できるもので
はなく、患者さんやご家族の協力も不可欠である。ま
た、日々 の安全確認や安全に対する医療者の意識
が安全な医療を提供するための礎となる。今後も医
療安全推進週間を慈恵大学の医療安全文化とし
て発展させ、自らの医療安全状況を振り返るような
機会へと一層発展させていきたい。

根付かせよう、確実な確認行為。
「医療安全推進週間」の実施

入院患者さんに向けた
医療安全推進週間のアピール

TeamSTEPPS推進メンバーによる
ポスター展示

▲濱 孝憲講師 ▲院長より総評▲早津洋子主任
　新木町子主任

▲古谷 和裕先生

▲髙木会館1階ロビー

▲左から　海渡室長・小川部長

4病院合同セーフティマネジメントシンポジウムの様子

▲患者さんも医療チームの一員として医療安全推
進活動に参加して頂くためのメッセージがプリン
トされています。

　

▲診療所と槍ヶ岳 シルバーウィークの賑わい▲診療所の入り口

▲診療所内

　東京慈恵会医科大学では、毎年夏の登山シー
ズンに合わせて槍ケ岳の肩（3,060ｍ）に山岳診療
所を開所し、登山者の健康を見守っています。診
療所を開設したのは昭和25年、戦後間もない頃で
す。開設66回目を迎えた本年は7月18日から8月24
日、および9月19日から23日まで開所しました。診療
所のスタッフは全員がボランティアで、交代制で入
所します。医師や看護師は貴重な休暇を割いて、
一般登山者と同じように、自分の足で1泊2日かけ
て槍ヶ岳まで登ります。入所者の内訳は、医師35
名、看護師30名、学生/補助員24名、そして同伴
者11名の計100名です。槍ヶ岳診療所はテレビ会
議システムで慈恵医大附属病院と繋がっており、
専門医の判断が必要な急患や医師不在の時など
に適切なアドバイスを受けることができます。テレビ
会議システムの存在は入所するボランティアにとっ
て大変心強いです。
　本年度の受診者数は157名でした。症状別では、
急性高山病が最も多く、次いで外傷および皮膚疾
患です。年齢別では50～60歳代が多く、近年の中
高年登山ブームを反映しています。高山病の予防
として、一気に高度を上げないこと、十分睡眠をと
ることが重要です。また、宿泊地に着いてちょっと
一眠りすると呼吸が浅くなり高山病になりやすい

ので注意が必要です。これらは、槍ヶ岳診療所で
の調査研究から明らかになりました。これまで、近
年増加傾向にある山岳遭難事故の防止や軽減を
目指して「夏山の紫外線量」、「登山者の山を想う
心の調査」そして「登山におけるリスクに関する意
識調査」等の調査研究を実施しています。
　診療所の様子は、槍ヶ岳診療所ブログで見るこ
とができます。また、ブログはボランティアの入所日
程調整にも活用しております。開所期間は随時更
新しています。アクセス数は本年度に30,000件を
超えました。皆様も一度ご覧になってはいかがで
しょうか。
　この診療所は、ボランティアばかりでなく槍ケ岳
山荘、岐阜県高山市、長野県松本市、慈恵実業、
大学ならびに附属病院ほか多くの関係機関によっ
て支えられています。本年度から診療所事務局が
大学総務課に設置されました。お陰様で、7月の開
所から9月の閉所まで円滑に運営することができま
した。
　どこから見てもそれとわかる、多くの登山者を魅
了してきた雲上の別世界、槍ヶ岳で、息長く登山者
の健康を見守って行きたいと思います。
　今後とも皆様方の更なる御支援、御指導のほど
宜しくお願い申し上げます。

槍ヶ岳山岳診療所

分子免疫学研究部 准教授　齋藤三郎

平成27年度診療所受診者：症状別割合
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　平成27年度の「医療安全推進週間」を11月1日
（日）から14日（土）の2週間に渡り実施した。「医療安
全推進週間」は、安全で安心な医療を実践し、さら
に質の高い医療を提供できるよう、自らの安全状況
を振り返る機会とし、教職員が一丸となって医療安
全推進活動を前向きに進めることを目標にしている。
　昨年度はチームとして医療安全を実践すること
を意識し、テーマを「チームで取り組む医療安全」と
しており、今年度はチームとしての医療安全意識は
そのままに、テーマを「医療安全、全員参加で高め
よう！！」とした。 また、附属病院 医療安全推進室では
今年度の重点的強化目標として『基本的な安全確
認行為の励行』を掲げており、サブテーマを「根付
かせよう、確実な確認行為。」とし、安全確認の再教
育・啓蒙を図った。具体的な活動としては、各部署
のミーティング等の際に、基本的安全確認動作（氏
名確認、指さし声だし確認、チェックバック等）の実
施、また各部署の電話機にチェックバックを促す
シールを貼り、情報の伝達ミスを防止する取り組み
等を行った。
　全学共通の取り組みとしては、「みどりのリボン」
の着用、医療安全推進週間用会計ホルダーの使
用、そして11月5日には『各病院におけるTeam-

STEPPSの取り組み』というテーマで、4病院合同
セ－フティマネジメントシンポジウムを開催した。シン
ポジウムでは、附属4病院から選出されたメンバーよ
り医療安全に向けての「TeamSTEPPSの取り組
み」について発表を行った。シンポジウムはテレビ会
議システムを利用して4機関に配信され、約1,450名
の教職員が聴講した。
　今年度の新たな取り組みとして、附属病院では
入院患者さんに医療安全推進週間をアピールする
クリアホルダーを使用頂いた。ホルダーには、患者さ
んも医療チームの一員として、医療安全推進活動
に参加していただくことの必要性等がプリントされて
おり、入院中に受け取る説明用紙や同意書の控え
等の保管にも使用頂いた。
　「医療安全推進週間」は平成16年度から実施さ
れており、教職員の医療安全意識を高めてきた。安
全・安心な医療は医療者だけで実践できるもので
はなく、患者さんやご家族の協力も不可欠である。ま
た、日々 の安全確認や安全に対する医療者の意識
が安全な医療を提供するための礎となる。今後も医
療安全推進週間を慈恵大学の医療安全文化とし
て発展させ、自らの医療安全状況を振り返るような
機会へと一層発展させていきたい。

根付かせよう、確実な確認行為。
「医療安全推進週間」の実施

入院患者さんに向けた
医療安全推進週間のアピール

TeamSTEPPS推進メンバーによる
ポスター展示

▲濱 孝憲講師 ▲院長より総評▲早津洋子主任
　新木町子主任

▲古谷 和裕先生

▲髙木会館1階ロビー

▲左から　海渡室長・小川部長

4病院合同セーフティマネジメントシンポジウムの様子

▲患者さんも医療チームの一員として医療安全推
進活動に参加して頂くためのメッセージがプリン
トされています。

　

▲診療所と槍ヶ岳 シルバーウィークの賑わい▲診療所の入り口

▲診療所内

　東京慈恵会医科大学では、毎年夏の登山シー
ズンに合わせて槍ケ岳の肩（3,060ｍ）に山岳診療
所を開所し、登山者の健康を見守っています。診
療所を開設したのは昭和25年、戦後間もない頃で
す。開設66回目を迎えた本年は7月18日から8月24
日、および9月19日から23日まで開所しました。診療
所のスタッフは全員がボランティアで、交代制で入
所します。医師や看護師は貴重な休暇を割いて、
一般登山者と同じように、自分の足で1泊2日かけ
て槍ヶ岳まで登ります。入所者の内訳は、医師35
名、看護師30名、学生/補助員24名、そして同伴
者11名の計100名です。槍ヶ岳診療所はテレビ会
議システムで慈恵医大附属病院と繋がっており、
専門医の判断が必要な急患や医師不在の時など
に適切なアドバイスを受けることができます。テレビ
会議システムの存在は入所するボランティアにとっ
て大変心強いです。
　本年度の受診者数は157名でした。症状別では、
急性高山病が最も多く、次いで外傷および皮膚疾
患です。年齢別では50～60歳代が多く、近年の中
高年登山ブームを反映しています。高山病の予防
として、一気に高度を上げないこと、十分睡眠をと
ることが重要です。また、宿泊地に着いてちょっと
一眠りすると呼吸が浅くなり高山病になりやすい

ので注意が必要です。これらは、槍ヶ岳診療所で
の調査研究から明らかになりました。これまで、近
年増加傾向にある山岳遭難事故の防止や軽減を
目指して「夏山の紫外線量」、「登山者の山を想う
心の調査」そして「登山におけるリスクに関する意
識調査」等の調査研究を実施しています。
　診療所の様子は、槍ヶ岳診療所ブログで見るこ
とができます。また、ブログはボランティアの入所日
程調整にも活用しております。開所期間は随時更
新しています。アクセス数は本年度に30,000件を
超えました。皆様も一度ご覧になってはいかがで
しょうか。
　この診療所は、ボランティアばかりでなく槍ケ岳
山荘、岐阜県高山市、長野県松本市、慈恵実業、
大学ならびに附属病院ほか多くの関係機関によっ
て支えられています。本年度から診療所事務局が
大学総務課に設置されました。お陰様で、7月の開
所から9月の閉所まで円滑に運営することができま
した。
　どこから見てもそれとわかる、多くの登山者を魅
了してきた雲上の別世界、槍ヶ岳で、息長く登山者
の健康を見守って行きたいと思います。
　今後とも皆様方の更なる御支援、御指導のほど
宜しくお願い申し上げます。

槍ヶ岳山岳診療所

分子免疫学研究部 准教授　齋藤三郎

平成27年度診療所受診者：症状別割合
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慈 恵 医 師 会慈 恵 医 師 会
● 慈恵医師会産業医研修会
平成28年度は、6月に開催致します。
（主催）慈恵医師会 （共催）東京都医師会

● お問合せ先：慈恵医師会 ●
電話：03‐3433‐1111（大代表）

内線2636

慈恵医大生涯学習センター

●慈恵医大生涯学習セミナー
月例セミナーと夏季セミナーを開催し、受講者には「日本医師会
生涯教育制度参加証」を交付致します。

■月例セミナー／開催日時：第2土曜日（休日を除く）
　16：00～18：00（但し、1月、8月、10月、12月を除く）
　場所：慈恵大学病院中央棟会議室（8階）

東京慈恵会医科大学

【国領キャンパス】
●看護学科主催　専門職向け公開講座

●看護学科主催　e-ポートフォリオシステム活用オープンセミナー

生涯学習センターをはじめとする各機関では、生涯学習のためにセミナーやフォーラムなどさまざまな取り組みを行っています。
時間や会場等の詳細につきましては、各機関へお問合わせください。

◎お問合せ先：慈恵医大生涯学習センター　
　　電話：03‐3433‐1111（大代表）内線2634

◎お問合せ先：医学部看護学科　学事課
電話：03‐3430‐8686（自動オペレーター）内線2775

注）一部変更もあり得る。

附属病院（本院）

●東京都からの委託事業の市民講座・医療従事者対象研修会

◎お問合せ先：附属病院（本院）　管理課
電話：03‐3433‐1111（大代表）内線5131

◎お問合せ先：
区中央部糖尿病医療連携検討会事務局（東京慈恵会医科大学附属病
院 患者支援・医療連携センター内）

 03-3433-1111（内線5088）

◎お問合せ先：医学部看護学科　地域看護学　嶋澤
電話：03‐3430‐8686（自動オペレーター）内線2884

葛飾医療センター

◎お問合せ先：葛飾医療センター　管理課　
電話：03‐3603‐2111（大代表）内線５９１１

◎お問合せ先：第三病院　管理課　  電話：０３－３４８０－１１５１（代表）

第三病院 

認知症について知り、
地域で支えよう

看護部 認知症看護認定看護師
内木場 あゆみ

あなたの足は大丈夫？
～糖尿病とフットケアから
全身合併症発見へ～

●第三病院公開講座 

●平成２７年度地域がん診療連携拠点病院事業
　第１０回市民公開講座

●葛飾医療センター公開セミナー

月日（曜） テーマ 演者

睡眠薬のアップデート

片頭痛について

B型・C型ウイルス性肝炎の
病態と治療

平成２8年
4月9日（土）

精神神経科
伊藤 洋 教授第231回

平成２8年
5月14日（土）

神経内科
平井 利明 助教第232回

平成２8年
6月11日（土）

消化器・肝臓内科
穗苅 厚史 准教授第233回

回数

月日 テーマ 演者

第19回

回数 時間・場所

池田 優子 先生
チーム医療の時代に必要な
人間関係マネージメント

平成28年
2月25日（木）

18：00～
看護学科 大講堂 足のトラブル

～足の痛み、
放ってありませんか？～

整形外科 診療部長
窪田 誠
リハビリテーション科 理学療法士
青砥 桃子

14:00～15:30
５階講堂

14:00～15:30
看護学科 大講堂

第42回 平成28年
2月13日（土）

回数 月日 時間・場所 テーマ

第75回

演者

平成28年
3月5日(土)

回数 月日 演者テーマ時間・場所

14:00～16:00（仮）
大学１号館 ５階講堂

第１０回 平成28年
2月27日(土)

回数 月日 演者テーマ時間・場所

大学1号館
講堂（3階）

平成28年
2月27日(土)

月日 テーマ場所

市民講座
14:00～15:15
医療従事者対象研修会
15:30～17:00

時間

高崎健康福祉大学
保健医療学部看護学科長

月日 テーマ 演者

第1回

回数 時間・場所

平成28年
3月29日（火）

10：00～15:30
看護学科 大講堂

基調講演
「教育のパラダイム変換とエビ
デンスに基づく教育の質保障の
ためのe-ポートフォリオ活用」
シンポジウム
「教育の質保障のためのe-ポー
トフォリオシステム活用の現状
と可能性」

イントロダクション
北 素子（看護学科長）
基調講演
Dr Janice A. 
Smith氏
（Three Canoes 
Consultant代表）

シンポジスト
①Dr Janice 
A. Smith氏
（Three Canoes 
Consultant代表） 
②宮崎 誠氏
（畿央大学教育学習
基盤センター 助教）
③松葉 龍一氏
（熊本大学e-ラーニン
グ推進機構，熊本大学
教授システム学専攻 
准教授）
④嶋澤 順子
（看護学科 教授）
⑤看護学科学生

消化管がん市民
公開講座（仮） 未定

　附属病院看護部では、JICA（独立行政法人国
際協力機構）が行っている課題別研修の一環であ
る、看護管理（アジア・大洋州地域）コースの実習を
受託しています。
　この研修では、アジア・大洋州の様々な国から、
政府の推薦を受けた看護師が看護管理を学びに
来日します。9月30日から2か月間の日本滞在のうち、
当院には10月27日に半日、研修生全員がFISH!哲
学の研修に、11月4日から11日のうち6日間、2名の研
修生がフィールドラーニングに来訪しました。
　FISH!の研修では、今年もバングラディッシュ、フィ
ジー、インドネシア、ラオス、ミクロネシア、モンゴル、ミャ
ンマー、サモア、パラオから１２名の研修生が来訪
し、賑やかな研修となりました。FISH!哲学の概要と
ともに、当院での導入の経緯や浸透作戦を講義形
式で話した後、院内を案内し、実際の取り組みを見
ていただきました。院内で一行を見かけた方もいら
っしゃるのではないでしょうか？渡り廊下の飾りつけ、
病棟のスタッフ紹介ボード、19Hにおいてある「つぶ

やきノート」等興味をもって見学されていました。ま
た、各部署で行っているお花見や季節のイベントの
話にも興味津々で、研修後、自国に持ち帰れるもの
がたくさんあったと言っていただけました。
　フィールドラーニングには、2名の研修生がフィジ
ーとパラオから来訪しました。感染対策室の環境ラ
ウンドや、医療安全管理部の医療安全ラウンドに同
行したり、病棟と外来で1日ずつ、看護管理者の説
明を受けながらシャドーイングを行ったり、6日間盛り
だくさんの研修となりました。施設・設備等の環境
や、それぞれの国の事情に違いはあるものの、看護
師として患者に質の高い看護を提供したい、スタッ
フが働きやすい職場を作りたいという思いは共通で
す。看護師の役割とは何か、どんなことを大切にし
て患者と関わっているのか等、臨床の現場を見学
し、スタッフから話を聴くことで、多くのことを学べたと
の感想をいただきました。また、慈恵はどこも整頓、
清掃が行き届いているし、何よりもナースの笑顔がと
ても素敵だと、嬉しいコメントもいただきました。

JICA看護管理研修報告

▲FISH! 研修に参加された研修生

▲フィールドラーニングの様子
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慈 恵 医 師 会慈 恵 医 師 会
● 慈恵医師会産業医研修会
平成28年度は、6月に開催致します。
（主催）慈恵医師会 （共催）東京都医師会

● お問合せ先：慈恵医師会 ●
電話：03‐3433‐1111（大代表）

内線2636

慈恵医大生涯学習センター

●慈恵医大生涯学習セミナー
月例セミナーと夏季セミナーを開催し、受講者には「日本医師会
生涯教育制度参加証」を交付致します。

■月例セミナー／開催日時：第2土曜日（休日を除く）
　16：00～18：00（但し、1月、8月、10月、12月を除く）
　場所：慈恵大学病院中央棟会議室（8階）

東京慈恵会医科大学

【国領キャンパス】
●看護学科主催　専門職向け公開講座

●看護学科主催　e-ポートフォリオシステム活用オープンセミナー

生涯学習センターをはじめとする各機関では、生涯学習のためにセミナーやフォーラムなどさまざまな取り組みを行っています。
時間や会場等の詳細につきましては、各機関へお問合わせください。

◎お問合せ先：慈恵医大生涯学習センター　
　　電話：03‐3433‐1111（大代表）内線2634

◎お問合せ先：医学部看護学科　学事課
電話：03‐3430‐8686（自動オペレーター）内線2775

注）一部変更もあり得る。

附属病院（本院）

●東京都からの委託事業の市民講座・医療従事者対象研修会

◎お問合せ先：附属病院（本院）　管理課
電話：03‐3433‐1111（大代表）内線5131

◎お問合せ先：
区中央部糖尿病医療連携検討会事務局（東京慈恵会医科大学附属病
院 患者支援・医療連携センター内）

 03-3433-1111（内線5088）

◎お問合せ先：医学部看護学科　地域看護学　嶋澤
電話：03‐3430‐8686（自動オペレーター）内線2884

葛飾医療センター

◎お問合せ先：葛飾医療センター　管理課　
電話：03‐3603‐2111（大代表）内線５９１１

◎お問合せ先：第三病院　管理課　  電話：０３－３４８０－１１５１（代表）

第三病院 

認知症について知り、
地域で支えよう

看護部 認知症看護認定看護師
内木場 あゆみ

あなたの足は大丈夫？
～糖尿病とフットケアから
全身合併症発見へ～

●第三病院公開講座 

●平成２７年度地域がん診療連携拠点病院事業
　第１０回市民公開講座

●葛飾医療センター公開セミナー

月日（曜） テーマ 演者

睡眠薬のアップデート

片頭痛について

B型・C型ウイルス性肝炎の
病態と治療

平成２8年
4月9日（土）

精神神経科
伊藤 洋 教授第231回

平成２8年
5月14日（土）

神経内科
平井 利明 助教第232回

平成２8年
6月11日（土）

消化器・肝臓内科
穗苅 厚史 准教授第233回

回数

月日 テーマ 演者

第19回

回数 時間・場所

池田 優子 先生
チーム医療の時代に必要な
人間関係マネージメント

平成28年
2月25日（木）

18：00～
看護学科 大講堂 足のトラブル

～足の痛み、
放ってありませんか？～

整形外科 診療部長
窪田 誠
リハビリテーション科 理学療法士
青砥 桃子

14:00～15:30
５階講堂

14:00～15:30
看護学科 大講堂

第42回 平成28年
2月13日（土）

回数 月日 時間・場所 テーマ

第75回

演者

平成28年
3月5日(土)

回数 月日 演者テーマ時間・場所

14:00～16:00（仮）
大学１号館 ５階講堂

第１０回 平成28年
2月27日(土)

回数 月日 演者テーマ時間・場所

大学1号館
講堂（3階）

平成28年
2月27日(土)

月日 テーマ場所

市民講座
14:00～15:15
医療従事者対象研修会
15:30～17:00

時間

高崎健康福祉大学
保健医療学部看護学科長

月日 テーマ 演者

第1回

回数 時間・場所

平成28年
3月29日（火）

10：00～15:30
看護学科 大講堂

基調講演
「教育のパラダイム変換とエビ
デンスに基づく教育の質保障の
ためのe-ポートフォリオ活用」
シンポジウム
「教育の質保障のためのe-ポー
トフォリオシステム活用の現状
と可能性」

イントロダクション
北 素子（看護学科長）
基調講演
Dr Janice A. 
Smith氏
（Three Canoes 
Consultant代表）

シンポジスト
①Dr Janice 
A. Smith氏
（Three Canoes 
Consultant代表） 
②宮崎 誠氏
（畿央大学教育学習
基盤センター 助教）
③松葉 龍一氏
（熊本大学e-ラーニン
グ推進機構，熊本大学
教授システム学専攻 
准教授）
④嶋澤 順子
（看護学科 教授）
⑤看護学科学生

消化管がん市民
公開講座（仮） 未定
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公示
B U L L E T I N B O A R D

平成27年4月1日
1.田尻 久雄氏に、教授（先進内視鏡治療研究講座）を命ずる（任期 平成27年4月1日～平成30年3月31日）

平成27年5月1日
1.大学 総合医科学研究センター研究部門に超音波応用開発研究部を設置する
1.中田 典生准教授に、総合医科学研究センター超音波応用開発研究部長を命ずる
1.加地 正伸氏に、総合健診・予防医学センター長を命ずる

平成27年6月1日
1.横山 昌幸准教授に、教授を命ずる
1.岩本 武夫准教授に、教授を命ずる
1.三森 教雄准教授に、教授を命ずる（特任期間 平成27年6月1日～平成30年3月31日）
1.金岡 祐司講師に、准教授を命ずる

平成27年7月1日
1.西川 正子准教授に、教授を命ずる（特任期間 平成27年7月1日～平成30年3月31日）
1.小川 崇之講師に、准教授を命ずる
1.平成25年12月に発覚した、科学研究費の不正な申請・受給等に対して、文部科学省及び独立行政法人日本学術振興会より当
該研究者への処分、研究費交付決定取消及び返還命令の通知があった。研究費の返還は完了している。
1.研究者の科学研究費補助金等への申請資格停止処分
資格停止5年間　11名
資格停止2年間　1名
2.研究費の交付決定取消及び返還金
総額　106,376,328円（加算金を含む）　

平成27年7月31日
1.相羽 惠介教授は、願により内科学講座総括者の職を解く
1.相羽 惠介教授は、願により附属病院副院長の職を解く

平成27年8月1日
1.和田 靖之准教授に、教授を命ずる
1.古田 希准教授に、教授を命ずる
1.郡司 久人准教授に、教授を命ずる
1.内海 功氏に、附属第三病院麻酔部診療部長代行を命ずる
1.宇都宮 一典教授に、内科学講座総括者を命ずる（任期 平成27年8月1日～平成29年3月31日）

平成27年9月1日
1.鈴木 正章氏に、附属柏病院病院病理部診療部長を命ずる

平成27年10月1日
1.Marc Fisher氏に、客員教授を委嘱する
1.加地 正伸特任教授に、教授を命ずる
1.岡本 友好准教授に、教授を命ずる
1.尾髙 真講師に、准教授を命ずる（特任期間 平成27年10月1日～平成30年3月31日）

行事
B U L L E T I N B O A R D

1.第53回実験動物慰霊祭が6月13日（土）午後3時より、大学1号館講堂（3階）にて執り行われました。

1.平成27年度第1回学位記授与式が6月15日（月）午後2時30分より、学長応接室において挙行された。
 授与された者 大学院修了者 5名
  論文提出者 6名
  　　計 11名

1.平成27年度第2回学位記授与式が6月18日（木）午後4時00分より、役員応接室において挙行された。
 授与された者 論文提出者 1名
  　　計 1名

1.平成28年度大学院医学研究科（看護学専攻修士課程）入学試験が次のとおり行われた。
 平成27年9月13日（日） 合格者 10名

1.平成28年度大学院医学研究科（博士課程）入学試験が次のとおり行われた。
 平成27年10月3日（土） 第一次募集
  合格者 20名

1.10月8日（木）、10月9日（金）の両日、第132回成医会総会が開催された。

1.10月10日（土）、理事長、学長をはじめ教授会代表、学生会代表により学祖 高木兼寛先生の墓参が行われた。

1.平成27年度第3回学位記授与式が10月19日（月）午後2時30分より、学長応接室において挙行された。
 授与された者 大学院修了者 3名
  論文提出者  7名
  　　計 10名

1.10月28日（水）午後1時より、芝増上寺に於いて第111回解剖諸霊位供養法会が行われた。
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公示
B U L L E T I N B O A R D

平成27年4月1日
1.田尻 久雄氏に、教授（先進内視鏡治療研究講座）を命ずる（任期 平成27年4月1日～平成30年3月31日）

平成27年5月1日
1.大学 総合医科学研究センター研究部門に超音波応用開発研究部を設置する
1.中田 典生准教授に、総合医科学研究センター超音波応用開発研究部長を命ずる
1.加地 正伸氏に、総合健診・予防医学センター長を命ずる

平成27年6月1日
1.横山 昌幸准教授に、教授を命ずる
1.岩本 武夫准教授に、教授を命ずる
1.三森 教雄准教授に、教授を命ずる（特任期間 平成27年6月1日～平成30年3月31日）
1.金岡 祐司講師に、准教授を命ずる

平成27年7月1日
1.西川 正子准教授に、教授を命ずる（特任期間 平成27年7月1日～平成30年3月31日）
1.小川 崇之講師に、准教授を命ずる
1.平成25年12月に発覚した、科学研究費の不正な申請・受給等に対して、文部科学省及び独立行政法人日本学術振興会より当
該研究者への処分、研究費交付決定取消及び返還命令の通知があった。研究費の返還は完了している。
1.研究者の科学研究費補助金等への申請資格停止処分
資格停止5年間　11名
資格停止2年間　1名
2.研究費の交付決定取消及び返還金
総額　106,376,328円（加算金を含む）　

平成27年7月31日
1.相羽 惠介教授は、願により内科学講座総括者の職を解く
1.相羽 惠介教授は、願により附属病院副院長の職を解く

平成27年8月1日
1.和田 靖之准教授に、教授を命ずる
1.古田 希准教授に、教授を命ずる
1.郡司 久人准教授に、教授を命ずる
1.内海 功氏に、附属第三病院麻酔部診療部長代行を命ずる
1.宇都宮 一典教授に、内科学講座総括者を命ずる（任期 平成27年8月1日～平成29年3月31日）

平成27年9月1日
1.鈴木 正章氏に、附属柏病院病院病理部診療部長を命ずる

平成27年10月1日
1.Marc Fisher氏に、客員教授を委嘱する
1.加地 正伸特任教授に、教授を命ずる
1.岡本 友好准教授に、教授を命ずる
1.尾髙 真講師に、准教授を命ずる（特任期間 平成27年10月1日～平成30年3月31日）
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補助金・助成金
B U L L E T I N B O A R D

平成27年度　科学研究費助成事業（科研費）交付決定一覧

新学術領域研究

基盤研究（B）

基盤研究（C）

挑戦的萌芽研究

若手研究（A）

若手研究（B）

研究活動スタート支援

特別研究員奨励費

合計

研究種目
金額（間接経費）金額（直接経費）

33,660 

43,020 

84,900 

16,550 

9,900 

59,850 

4,800 

2,200 

254,880 

5

10

74

13

2

49

5

2

160

3

8

51

10

3

26

0

1

102

2

2

26

5

1

15

2

4

57

8,190 

12,840 

25,470 

4,965 

2,970 

17,955 

1,440 

390 

74,220 

26年度 27年度 

件数 金額（間接経費）金額（直接経費）

25,600 

40,100 

88,500 

18,500 

14,600 

39,350 

2,300 

5,200 

234,150 

5

10

77

15

4

41

2

5

159

7,680 

12,030 

26,550 

5,550 

4,380 

11,805 

690 

420 

69,105

件数

（単位：千円）

新学術領域研究

基盤研究（B）

基盤研究（C）

挑戦的萌芽研究

若手研究（A）

若手研究（B）

研究活動スタート支援

特別研究員奨励費

合計

研究種目
金額（間接経費）金額（直接経費）

21,300 

24,700 

52,400 

11,400 

8,500 

21,050 

0 

800 

140,150 

6,390 

7,410 

15,720 

3,420 

2,550 

6,315 

0 

0 

41,805 

27年度（継続分） 27年度（新規採択分）

件数 金額（間接経費）金額（直接経費）

4,300 

15,400 

36,100 

7,100 

6,100 

18,300 

2,300 

4,400 

94,000 

1,290 

4,620 

10,830 

2,130 

1,830 

5,490 

690 

420 

27,300 

件数

（単位：千円）

1.科学研究費助成事業（科研費）交付決定一覧（平成26年度、平成27年度）

2.科学研究費助成事業（科研費）交付決定一覧（新規採択分＋継続分）

学事
B U L L E T I N B O A R D

慶弔
B U L L E T I N B O A R D

■大学院修了者
27.5.13 伊藤 公美恵　　吉野 拓哉
27.5.27 倉重 眞大 
27.6.10 岡部 匡裕 
27.6.24 川﨑 彩子
27.7.8 伊藤 三郎
27.9.9 山口 乃里子
27.10.28 山田 尚基

■学位論文通過者
27.5.27 井坂 剛
27.6.24 谷戸 克己
27.7.8 加藤 久美子　　横井 健太郎　　　金子 有吾
27.7.22 小川 和男　　　竹中 将貴　　　　古里 文吾
27.9.9 野呂 隆彦

訃報
1.菅沼 達治東海大学名誉教授（昭和26年 本学卒）は、4月27日逝去されました。
1.吉葉 繁雄元教授（環境保健医学講座）は、5月16日逝去されました。
1.同窓会顧問 本郷 可夫先生（昭和27年卒）は、6月2日逝去されました。
1.遠藤 節子舎監補佐（法人事務局 人事課 看護師寮）は、8月10日逝去されました。
1.田中 直樹元顧問は、9月10日逝去されました。
1.同窓会顧問 近藤 市雄先生（昭和16年後期卒）は、10月2日逝去されました。

東京慈恵会公報
B U L L E T I N B O A R D

行　事

平成27年6月16日（火） 公益社団法人東京慈恵会理事会、評議員会、通常総会が開催された。

報　告

教　職　員　人　事

（慈恵看護専門学校）

平成27年4月1日 採　　用 3等級・看護教員 小川　朋子

  3等級・看護教員 柏倉　宏美

平成27年8月7日（金） 東京都生活文化局（都民生活部管理法人課公益法人係）による立入検査が実施された。
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補助金・助成金
B U L L E T I N B O A R D

平成27年度　科学研究費助成事業（科研費）交付決定一覧

新学術領域研究

基盤研究（B）

基盤研究（C）

挑戦的萌芽研究

若手研究（A）

若手研究（B）

研究活動スタート支援

特別研究員奨励費

合計

研究種目
金額（間接経費）金額（直接経費）

33,660 

43,020 

84,900 

16,550 

9,900 

59,850 

4,800 

2,200 

254,880 

5

10

74

13

2

49

5

2

160

3

8

51

10

3

26

0

1

102

2

2

26

5

1

15

2

4

57

8,190 

12,840 

25,470 

4,965 

2,970 

17,955 

1,440 

390 

74,220 

26年度 27年度 

件数 金額（間接経費）金額（直接経費）

25,600 

40,100 

88,500 

18,500 

14,600 

39,350 

2,300 

5,200 

234,150 

5

10

77

15

4

41

2

5

159

7,680 

12,030 

26,550 

5,550 

4,380 

11,805 

690 

420 

69,105

件数

（単位：千円）

新学術領域研究

基盤研究（B）

基盤研究（C）

挑戦的萌芽研究

若手研究（A）

若手研究（B）

研究活動スタート支援

特別研究員奨励費

合計

研究種目
金額（間接経費）金額（直接経費）

21,300 

24,700 

52,400 

11,400 

8,500 

21,050 

0 

800 

140,150 

6,390 

7,410 

15,720 

3,420 

2,550 

6,315 

0 

0 

41,805 

27年度（継続分） 27年度（新規採択分）

件数 金額（間接経費）金額（直接経費）

4,300 

15,400 

36,100 

7,100 

6,100 

18,300 

2,300 

4,400 

94,000 

1,290 

4,620 

10,830 

2,130 

1,830 

5,490 

690 

420 

27,300 

件数

（単位：千円）

1.科学研究費助成事業（科研費）交付決定一覧（平成26年度、平成27年度）

2.科学研究費助成事業（科研費）交付決定一覧（新規採択分＋継続分）
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公益通報・研究に関する不正・ハラスメント等相談窓口について
B U L L E T I N B O A R D

　本学では「法令や規則の違反行為ならびに倫理違反行為」「公的研究補助金等の不正」「ハラスメント行為」を早期発見し、そ
の発生又はこれらによる被害の拡大を防止すること及び被害者の保護を目的に、教職員が安心して通報・相談をすることがで
きる体制として、外部・内部に相談窓口を設置しております。

●公益通報とは
職場で行われていた法令違反行為（又はまさに生じようとしている場合）を知った場合、不正の利益を得る目的や他人に損害
を加える目的などではなく通報すること
●利益相反とは
ある行為によって、一方の利益になると同時に、他方への不利益になる行為のこと
●ハラスメントとは
広義としては「人に対する嫌がらせ」を意味します。その種類は様々ですが、他者に対する発言・行動等が本人の意図には
関係なく、相手を不快にさせたり、尊厳を傷つけたり、不利益を与えたり、脅威を与えること

【通報者・相談者の保護】
通報・相談者の名前は秘匿され、不利益な取扱い等を受けないよう保護されます。 

※上記の通報・相談窓口の詳細はイントラネットにも掲載しておりますので、ご確認ください。
　なお、イントラネットは学内ネットワークからのみのアクセスとなります。
　イントラネットＵＲＬ：http://j-net.jikei.ac.jp/

研究関連

ハラスメント
労務関連

メンタルヘルス

公益通報

【外部】
本学契約弁護士事務所

＜利益相反＞
利益相反管理委員会

①教員・医師ハンドブック

②新入職員研修の手引

③研究費使用ガイド

①教員・医師ハンドブック

②ハラスメント防止ハンドブック

③新入職員研修の手引

①研究費使用ガイド

掲載冊子相談窓口
通報・連絡手段

電話郵送投書来訪 メール Web

大学監査室 ໐໐໐ ໐

໐ ໐

໐

໐

໐໐

＜通報・相談＞
大学監査室 ໐ ໐ ໐ ໐

グリーンボックス

＜意見・提案＞
学長

人事課
各機関管理課人事係

【外部】
株式会社保健同人社

【外部】
株式会社保健同人社

໐

໐໐ ໐

໐ ໐

໐学生相談室

──通報・報告制度一覧 ──

（目的）  
第１条   慈恵大学（以下「大学」という）が社会から信頼される大学となるため

に、本学に勤務する教職員すべてが、業務を遂行するにあたり、また個
人として行動する上で遵守すべき基本的事項を明記した行動規範を定
める。

（基本理念）
第２条   東京慈恵会医科大学の建学の精神、行動憲章および附属病院の理

念・基本方針を日々 の行動規範とする。
（法令の遵守）
第３条   本学の教職員は法令、学内規程などの規則を厳守し、「良き市民」とし

て社会的良識をもって行動しなければならない。
（人間の尊重）
第４条   全ての人々の人格・人権やプライバシーを尊重し、いわれなき差別、

セクシャルハラスメント、パワーハラスメントなどの行為を行ってはなら
ない。

（取引業者との関係）
第５条   取引業者との取引に際しては、公正・公明かつ自由な競争を心がけ、

職位を濫用して不利益をもたらしてはならない。また、不正な手段や不
透明な行為によって利益を追求してはならない。

（反社会的勢力との関係）
第６条   社会秩序に脅威を与える団体や個人に対しては、毅然とした態度で

臨み、一切の関係を遮断する。なお、患者対応についてはこの限りで
はない。

（過剰な接待接受の禁止）
第７条   正常な取引関係（患者関係含む）に影響を与えるような過剰な接待、

または贈答の接受を禁止する。
（環境保護）
第８条   資源・エネルギーの節約、廃棄物の減少、リサイクルの促進などに努

め、限りある資源を大切にするとともに、環境問題に配慮して行動する
よう努めなければならない。

（公私の区別）
第９条   公私の区別をわきまえ、大学の定める規則等に従い、清廉かつ誠実に

職務を遂行しなければならない。
（日常の業務処理）
第10条   業務上知り得た情報や文書などは、業務目的以外に使用したり、漏

洩してはならない。また、個人情報を含めた秘密の情報や文書など
を厳重に管理しなければならない。

　　2．　法令および就業規則などに基づき、常に災害の防止と衛生の向上に
努めなければならない。

　　3．　大学の財産を私的、不正または不当な目的に利用してはならない。
　　4．　会計処理にあたって、不明朗、不透明な処理を行ってはならない。
（虚偽の報告・隠蔽）
第11条　学内はもとより学外に対して、虚偽の報告をしたり事実を不正に隠蔽

してはならない。
（教育・指導）
第12条　各職位にある者は、自ら本規範を遵守するとともに、所属教職員が本

規範を遵守するように、適切な教育と指導監督する責任を負う。
（告発）
第13条　教職員または取引業者は、この行動規範に違反するような事実を確

認した場合は、提案（告発）窓口に提案することができる。
　　2．　提案者（告発者）については、氏名秘匿などプライバシーを保護する。
（監査・報告）
第14条　監査室長は、本規範の遵守状況について監査し、監査結果を理事

長に報告する。
（違反の処理）
第15条　教職員が本規範に違反した場合は、事実関係を慎重か つ厳正に調

査の上、就業規則に則り懲戒する。
附　則 1．本規範は、平成１７年４月１日から実施する。
 2．各職位は、取引業者等に対して本規範の趣旨に従い行動するよう

　指導するものとする。

1. 全人的な医療を実践できる医療人の育成を目指します。
2.  安全性に十分配慮した医療を提供し、社会の信頼に応え
 ます。
3.  規則を守り、医の倫理に配慮して研究を推進し、医学と医
 療の発展に貢献します。
4. グローバルな視野に立ち、人類の健康と福祉に貢献します。

5. 情報を積極的に開示して、社会とのコミュニケーションに
 努めます。
6. 環境問題に十分配慮して、教育、診療、研究を推進します。
7.  お互いの人格と個性を尊重し、それぞれの能力が十分に
 発揮できる環境の整備に努めます。

学校法人　慈恵大学　行動憲章

行 動 憲 章 ／ 行 動 規 範
B U L L E T I N B O A R D

慈恵大学は、創立以来築いてきた独自の校風を継承し、社会に貢献するため、建学の精神に基づいた行動憲章を定めます。

全教職員は本憲章を遵守し、本学の行動規範に従い社会的良識をもって行動します。大学役員は率先垂範し、本憲章を全学に周知徹底します。

この憲章に反するような事態が発生したときには、大学は法令、学内規則・規程に従って真摯に対処し、社会に対して的確な情報の公開と説明責

任を果たし、速やかに原因の究明と再発防止に努めます。また、本学の就業規則に則り役員を含めて厳正に処分します。

学校法人　慈恵大学　行動規範
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公益通報・研究に関する不正・ハラスメント等相談窓口について
B U L L E T I N B O A R D

　本学では「法令や規則の違反行為ならびに倫理違反行為」「公的研究補助金等の不正」「ハラスメント行為」を早期発見し、そ
の発生又はこれらによる被害の拡大を防止すること及び被害者の保護を目的に、教職員が安心して通報・相談をすることがで
きる体制として、外部・内部に相談窓口を設置しております。

●公益通報とは
職場で行われていた法令違反行為（又はまさに生じようとしている場合）を知った場合、不正の利益を得る目的や他人に損害
を加える目的などではなく通報すること

●利益相反とは
ある行為によって、一方の利益になると同時に、他方への不利益になる行為のこと

●ハラスメントとは
広義としては「人に対する嫌がらせ」を意味します。その種類は様々ですが、他者に対する発言・行動等が本人の意図には
関係なく、相手を不快にさせたり、尊厳を傷つけたり、不利益を与えたり、脅威を与えること

【通報者・相談者の保護】
通報・相談者の名前は秘匿され、不利益な取扱い等を受けないよう保護されます。 

※上記の通報・相談窓口の詳細はイントラネットにも掲載しておりますので、ご確認ください。
　なお、イントラネットは学内ネットワークからのみのアクセスとなります。
　イントラネットＵＲＬ：http://j-net.jikei.ac.jp/

研究関連

ハラスメント
労務関連

メンタルヘルス

公益通報

【外部】
本学契約弁護士事務所

＜利益相反＞
利益相反管理委員会

①教員・医師ハンドブック

②新入職員研修の手引

③研究費使用ガイド

①教員・医師ハンドブック

②ハラスメント防止ハンドブック

③新入職員研修の手引

①研究費使用ガイド

掲載冊子相談窓口
通報・連絡手段

電話郵送投書来訪 メール Web

大学監査室 ໐໐໐ ໐

໐ ໐

໐

໐

໐໐

＜通報・相談＞
大学監査室 ໐ ໐ ໐ ໐

グリーンボックス

＜意見・提案＞
学長

人事課
各機関管理課人事係

【外部】
株式会社保健同人社

【外部】
株式会社保健同人社

໐

໐໐ ໐

໐ ໐

໐学生相談室

──通報・報告制度一覧 ──
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寄附者名簿

施設総合建築計画図
西新橋キャンパス

同窓生
（医）愛聖会
（株）慈恵実業
（株）竹中工務店 東京本店

市原恭子
浦本享子
笠松容子
河口眞砂子
清水家康
武隈圭子

同窓会支部会・クラス会

父兄会 企業・一般団体

一般個人

（医）徳田医院
伊藤義彦
太田秀臣
太田正治
小野寺昭一
皿井靖長
西浦天宣

慈大40年卒クラス会

浅川博
荒川泰彦
植木浩行
大橋和文
小澤直人
金森俊輔
北嶋整
北村達也
西村弘明
藤田高見
堀見智子
峯川聡

椋下直子
吉田雅之
渡邉浩
渡辺博光

内田満
梶井文子
加藤秀一
佐藤正美
田中幸子
中川秀己

教職員

・平成27年5月1日～平成27年10月31日までに頂いたご寄附
・ご芳名は敬称を省略し、五十音順に掲載しました。
・本募金は平成27年10月1日より募集期間を3年間延長しました。旧募集期間の募金に加えて、期間延長後
　にも一定金額以上の募金していただいた方には、お名前の後ろに（☆）を付記させていただきます。

N

N

2010年7月現在

P

高木2号館

大学1号館
（U1棟）

新大学本館

新
大
学
2
号
館（
仮
称
）

新
病
院（
仮
称
）

立体駐車場

新外来棟中央棟

E棟

F棟

P

P

大学
管理棟

ブリッジ

高木2号館

立体駐車場

中央棟

F棟

大学
管理棟

高木会館

大学本館

大学
2号館

大学1号館
（U1棟）E棟

AB棟

病院本館 C棟

現在図

計画図

寄附金申込者区分別累計

総申込件数 1,232件

総申込金額 1,322,837,010円

区分別申込状況

・卒業生 Ｏ・Ｂ  291,914,510円

・父兄会関係 104,800,000円

・教職員 74,062,500円

・賛同企業 759,130,000円

・一般団体＆個人  92,930,000円

（平成27年10月31日現在） 募金目標額

総額 20億円
記念事業対象建物概算費用
・新大学2号館 65億円
・新病院 65億円
・新外来棟 190億円
・新第三病院 150億円
・新国領校 25億円
・新大学本館 130億円

　東京慈恵会医科大学は平成22年（2010）に創立130年を迎え、その折に、本学全体の施設整備
を検討しました。本院外来棟は築50年を超え老朽化が進み、外来診療に支障が出ないようにする
ためにも、新外来棟の建築が急務と考え、本院の外来棟建築を計画しました。しかし、東日本大震
災によって、西新橋キャンパス全体の建物を点検・評価し、外来棟を中心とした建築計画を再検討
することになりました。その経過中、平成25年9月に港工業高校跡地が、東京都が要請する政策的
医療（周産期医療、小児医療、救急、災害医療など）を行うことを条件に50年間貸与するという公募
があり、本学が借り受けることができました。これによって、外来診療を継続しながら、都有地跡地に
建てられる新大学2号館（仮称）に、現在大学2号館にいる臨床教員が円滑に移動でき、また、E棟の
母子センターの機能が切れ目なく新病院へ移転できることになりました。外来棟は、大学本館と大学
2号館を取り壊し、その跡地に建築することになりました。このように当初の外来棟建築計画は、西新
橋キャンパス全体の将来に関わる大きなプロジェクトになり、本学にとって発展の好機になったともい
えます。
　今回の病院建築計画に続いて、第三病院と国領校舎の建て替え、現在の外来棟の跡地に建て
る予定の新大学本館など、多くの事業が計画されています。これまで内部留保に努めこれらの事業
が、多くの借入金に頼らずに実現できるように準備を進めてきました。しかし、物価の上昇、消費税の
増税、診療報酬のマイナス改定など、資金計画を圧迫する要因が増えつつあり、これらの要因は、
今後も継続することが予想されます。大学は医療に励み、経費を削減し自助努力していますが、そ
れにも限りがあります。そこで、東京慈恵会医科大学創立130年記念事業募金として、皆様にご寄
附をお願いして参りました。これまでに、約13億円のご寄附を賜りましたが、目標額の20億円にはまだ
到達していません。この募金は平成27年9月30日で終了する予定でした。しかし、西新橋キャンパス
全体におよぶ再整備計画を実現させるためには、皆様のご支援がさらに必要と考え、募金期間を、
平成30年9月30日まで、3年間延長することを決めました。皆様のご寄附は、都有地跡地に建てる新
大学2号館、新病院、そして新外来棟建築に使わせていただきます。
　私たちの意図するところをご理解くださり、是非、ご協力下さいますようお願い申し上げます。

創立130年記念事業募金　委員長
学校法人慈恵大学　理事長　　　　栗原　敏

創立130年記念事業募金延長のお知らせとご協力のお願い
─ 西新橋キャンパス再整備計画の実現を目指して ─
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寄附者名簿

施設総合建築計画図
西新橋キャンパス

同窓生
（医）愛聖会
（株）慈恵実業
（株）竹中工務店 東京本店

市原恭子
浦本享子
笠松容子
河口眞砂子
清水家康
武隈圭子

同窓会支部会・クラス会

父兄会 企業・一般団体

一般個人

（医）徳田医院
伊藤義彦
太田秀臣
太田正治
小野寺昭一
皿井靖長
西浦天宣

慈大40年卒クラス会

浅川博
荒川泰彦
植木浩行
大橋和文
小澤直人
金森俊輔
北嶋整
北村達也
西村弘明
藤田高見
堀見智子
峯川聡

椋下直子
吉田雅之
渡邉浩
渡辺博光

内田満
梶井文子
加藤秀一
佐藤正美
田中幸子
中川秀己

教職員

・平成27年5月1日～平成27年10月31日までに頂いたご寄附
・ご芳名は敬称を省略し、五十音順に掲載しました。
・本募金は平成27年10月1日より募集期間を3年間延長しました。旧募集期間の募金に加えて、期間延長後
　にも一定金額以上の募金していただいた方には、お名前の後ろに（☆）を付記させていただきます。

N

N

2010年7月現在

P

高木2号館

大学1号館
（U1棟）

新大学本館

新
大
学
2
号
館（
仮
称
）

新
病
院（
仮
称
）

立体駐車場

新外来棟中央棟

E棟

F棟

P

P

大学
管理棟

ブリッジ

高木2号館

立体駐車場

中央棟

F棟

大学
管理棟

高木会館

大学本館

大学
2号館

大学1号館
（U1棟）E棟

AB棟

病院本館 C棟

現在図

計画図
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発 　 行
発 行 人
連 絡 先

電 　 話
Ｆ Ａ  Ｘ
e - m a i l
号 　 数
発 行 日

2016 Winter Vol.26

ht tp://www.jikei.ac.jp/

学校法人　慈恵大学
理事長　栗原　敏
〒105-8461　東京都港区西新橋3-25-8
学校法人　慈恵大学　広報課
03-3433-1111（大代表）
03-5400-1281
koho@jikei.ac.jp
第26号
2016年1月20日

編 集 後 記

地域医療の在り方が問われている中、慈恵としてどんな医療連携を目指すのか。本号の座談
会では、立場の異なる皆さんとの議論を通して“安心”と“感謝”というキーワードが確認できま
した。また同時に、医療連携に対する現在の本学の取り組みもお伝えできたと思います。本誌
ではこれからも変わりつつある本学の姿をお伝えしてきます。より役立つ法人誌にするために、
是非、本誌をご覧いただき、ご意見やご感想をお寄せくださいますよう、お願い申し上げます。

大学広報委員会委員長　頴川　晋

慈恵大学の「今」を伝える法人情報誌

2016 Winter Vol.26

“安心”と“感謝”を目指すのが慈恵らしい医療連携の姿
特 集 座談会

1885（明治18）年、学祖・高木兼寛は看護婦教育所を設立するとともに、看護教師としてミス・リードを招へい。日本
で初めて看護教育の門を開いた。この写真中央がミス・リードである。1887（明治20）年2月3日に彼女の帰国に際
して、在学生13名とともに撮影した。このうち5名は翌年2月に同教育所の第一回卒業生として巣立っていった。
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